小学校の学びを生かしつつ、主体的な読みを 深める中学校国語学習の在り方 : 他者との交流から多角的思考力と重層的思考力を高める授業の工夫 by 後藤, 亨朗 et al.










































































































































































































































































































Ⅰ 教材に対する観点 Ⅱ 三つの「ことば」
ア 価値内容 Ａ 対象をとらえることば
精神的な発達段階との妥当性 感性と論理の面から対象を理解する
ために必要なことば
イ 言語知識 Ｂ 他者とつながることば
語彙や文法等の習得段階との妥当性 互いの思いや考えを交流させ，伝え
合うために必要なことば




小 中 高 の 段 階 性 小 中 の 連 続 性
作成・選定 豊かに活用
主 体 的 な 読 み を 深 め る 中 学 校 国 語 学 習
① 学習課題に対する価値の自覚 ② 課題解決への見通し
③ 積極的な他者との交流 ④ 新たな課題を自ら設定
考 え る 力
図２　「主体的な読みを深める生徒」を育成する全体構想
















































検査問題Ⅰ 本校１年 本校２年 本校３年 他校１年 他校２年 他校３年
平均作成数 3.73 3.93 4.94 3.36 2.81 3.01
検査問題Ⅰ 本校１年 本校２年 本校３年 他校１年 他校２年 他校３年
個々の短歌 2.87 2.42 3.21 2.61 2.09 3.21
二つの短歌 0.03 0.06 0.11 0.02 0.02 0.01
三つの短歌 0.82 1.46 1.62 0.73 0.90 1.01
（図４）
（図５）


























ア 言語知識のみを問う問題 11 23 6 13 26 9 13 0 7 20
Ａ：漢字、語彙に関する問題 5 6 0 3 9 4 0 0 1 7
Ｂ：文法に関する問題 1 10 0 3 10 1 5 0 2 7
Ｃ：短歌のきまり等に関する問題 5 7 6 7 7 4 8 0 4 6
イ 内容のみを問う問題 58 31 40 43 52 49 31 25 35 48
Ｄ：登場人物の気持ちを問う問題 3 1 0 1 1 3 2 0 2 1
Ｅ：読者の気持ちを問う問題 4 5 0 3 4 8 7 2 6 6
Ｆ：作者の意図を問う問題 11 7 26 13 9 14 9 13 12 8
Ｇ：テーマに関することを問う問題 11 4 4 7 6 11 3 3 5 6
Ｈ：その他、内容に関して問う問題 29 14 10 19 32 13 10 7 10 27
ウ 表現の工夫（技法・「方法」）名を問う問題 8 24 9 14 6 10 30 3 14 10





































































































検査問題Ⅰ 本校１年 本校２年 本校３年 他校１年 他校２年 他校３年
平均作成数 4.84 4.91 5.79 3.52 3.41 3.43
検査問題Ⅰ 本校１年 本校２年 本校３年 他校１年 他校２年 他校３年
個々の短歌 3.11 3.55 3.59 2.88 2.81 2.82
二つの短歌 0.05 0.06 0.11 0.03 0.04 0.04

















































ア 言語知識のみを問う問題 8 14 5 9 30 4 11 1 5 29
イ 内容のみを問う問題 48 25 22 32 52 51 22 13 29 50
ウ 表現の工夫（技法・「方法」）名を問う問題 20 32 5 19 11 30 36 1 22 15

























































































Ⅰ 学習課題の設定の観点 Ⅱ 協働学習の展開の観点
ア 価値の自覚 Ａ 個人の時間の確保
生徒はその学習課題を価値あるもの 学習課題に対して個人の考えを持つ
として自覚できるか 時間が生徒に確保されているか
イ 課題解決の計画 Ｂ 他者と協働する時間の確保
生徒はその学習課題の解決のために 生徒はその学習課題に対して協働的
自ら計画が立てられるか な活動ができているか
ウ 課題解決の追究 Ｃ 収束と発信
生徒はその学習課題に対して粘り強 自分の考えをまとめ，その考えを発信
く,解決を追究できているか するための時間が確保されているか








○ 主体的な学習者 ○ 国語学習の本質の追求
（16） － 63 －
おわりに
　本研究は、本校研究紀要第51号の発行をもって一応、終結したが、さらな
る課題が見えてきたところでもある。アクティブ・ラーニングやディープラ
ーニングに関連させつつ、「『主体的な学習』と『国語学習の本質の追求』を
どう結びつけるか」といった、これからの課題を踏まえて今後の国語科の実
践研究に引き続き全力で取り組みたい。
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